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土砂の流入

栄養塩等の流入

浸食対策

土砂の流入

水産資源の回復

高度処理

平成16年版日本の水資源に下水道部が加筆

○平成１５年度における下水処理水
の総量は約137.4億m3/年

○これは、生活用水全体の約８割の
水量に相当。

○都市の水循環において下水道は
重要な役割を果たす基幹施設。

水洗便所用水3%

工業用水道へ供給
2%

事業場等へ直接供給10%

農業用水7%

修景･親水用水
63%

植樹帯道路等散水 0.3%

融雪用水
15%

全国での有効利用量 約1.9億m3／年
（下水処理水量の約１．4％）

都市の水循環における下水道の役割
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単位：mm/年

出典：下水道政策研究委員会流域管理小委員会資料
「都市の持続性からみた水循環の課題」古米委員提供資料に下水道部が加筆 2
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東京都の主要な河川の流量に占める
下水処理水の割合（晴天時）

多摩川・荒川流域別下水道整備総合計画
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下水道のしくみ

多種多様な化学物質を含む都市排水や雨水などの

多様な発生源から流入する下水を処理して、公共用水域に放流



下水処理場内における化学物質の挙動

汚泥・焼却灰等

水処理工程
揮発

処理水

分解（生分解）

汚泥処理工程

消化ガス・排ガス

分解（熱分解等）

下水処理場

汚泥への吸着

返流水

流入
大気

公共用水域

埋立

リサイクル

大気

リサイクル

沈殿・生物処理等

脱水・消化・焼却等

リサイクル
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下水道とＰＲＴＲ法
平成15年度PRTRデータ（平成16年度届出）によれば…
○ 全業種からの公共用水域への排出量に対して下水処理場からの排出
量は30％以上の割合を占めている。

○ 「下水道への移動」が届出された化学物質は185物質あり、下水道
事業者がPRTR届出を行う化学物質（30物質）以外の様々な化学物
質が下水道を経由して公共用水域に排出されている。

下水処理場

PRTR届出対象事業所
・従業者数21人以上
・取扱量1t/年以上

・PRTR届出対象外事業所
・家庭等
・その他ﾉﾝﾎﾟｲﾝﾄｿｰｽ

公 共 用 水 域 （河川・海域・湖沼など）

8,462t/年
244物質

3,088t/年
185物質

4,082t/年
法定届出物質（30物質）

下水処理場を中心とした全PRTR届出化学物質の流出入関係

PRTR届出から
把握できるデータ

PRTR届出から
把握できないデータ

不明

不明

下水道を経由す
る未把握の化学
物質量を推定す
るためのガイド
ラインを策定
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事業場での事故による化学物質流入リスク

7

27 31 28 24

67

0

10

20

30

40

50

60

70
（件数）

H11 H12 H13 H14 H15 （年度）

下水道への有害物質等流入事故発生件数の推移

H16調査

下水処理場に影響を与えた有害物質等の内訳

重金属
4.0%

その他（界面
活性剤、難分
解性物質、不
明等）
18.6%

染料・着色物
質
16.4%

強酸・強アル
カリ
10.7%

有機溶剤
4.0%

無機物質
5.1%

油脂類
41.2%

※無機物質（シアン化合物、フッ素など）
　 重金属（水銀、六価クロム、カドミウム、亜鉛など）
   有機溶剤（テトラクロロエチレン、ジクロロメタンなど） Ｈ16調査

リスク管理の複雑化、困難化

事業場における事故により、有害物質等を下水道に排出した者は、
直ちに応急措置を講ずるとともに、事故の状況等を公共下水道管理
者に届け出ることを平成17年の下水道法改正により義務付けた。

水質事故時に関するリスク管理の必要性

下水道への有害物質・油の
流入事故が多発

平成15年度は倍増

有害物質等の種類も様々

物質の特定に時間が
かかり、円滑な対応

が困難



環境ホルモンと下水道の高度処理
 分解等（８０～２０）

流入負荷 (1～30)

処理水の負荷
(公共用水域へ)

水や汚泥への残留(20～80)

(ほぼゼロ)

汚泥処理 焼却

水処理100

ノニルフェノール、ビスフェノールＡ等代表的な８物質の
下水処理場におけるマスバランス（過去の調査データ）
（標準活性汚泥法の11処理場における測定値の中央値）

17βエストラジオール
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オゾン処理実験結果
（17βエストラジオール）

オゾン処理実験結果
（エストロゲン様活性）

エストロゲン様活性

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

原水 1 3 5 7 10 15

注入率　（mg/L）

濃
度
　
（
μ
g/
L
）

0

20

40

60

80

100

除
去
率
　
（
％
）

除去率

8二次処理水のオゾン処理による環境ホルモン除去特性



新たな化学物質の課題
下水道を経由して環境中に排出される医薬品

EU、アメリカにおいては、
環境中に下水道から排出される医薬品等による生態系への影
響が懸念されていることから、下水処理場での挙動、環境リス
ク評価等の調査研究が行われている。
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・薬物耐性菌の出現・薬物耐性菌の出現

・畜水産物への残留・畜水産物への残留

・飲料水を通じた・飲料水を通じた
人への健康影響人への健康影響

RiskRisk

・疾病治療，予防・疾病治療，予防

・畜水産物安定供給・畜水産物安定供給

BenefitBenefit


